
第1-2講 教育観・教科観の省察①
―目標準拠の思考－

「社会科教師の専門性ってなに」と問われたら，どう答えますか？

社会系（地理歴史）
教科指導法



授業分析論

なぜその授業は
良い授業と
いえるのか

他者は
①なんのために
②何を

③どのように
教えているか

授業開発論

良い授業は
どうすると
構成できるか

私は
①なんのために
②何を

③どのように
教えたらいいか

授業評価論

どうすると
もっと良い授業に
改善できるか

私たちは
①なんのために
②何を

③どのように
教えるべきか

社会科の教科論・目標論



演習課題１

自分の経験を相対化してみよう

（1） 私はなぜ社会科教師になるのか？
・ どんな子どもを育てたいのか
・ どんな社会を作りたいのか

（２） あなたが教師として尋ねられたら…
・ 先生，なんで地理や歴史を勉強するんですか

・ 私の人生に，どんな意味があるんですか

（3） 思い出の授業のスナップショットは？



１．地理授業・歴史授業の教材・・・



２．地理授業・歴史授業の思い出



３．地理授業・歴史授業の思い出



演習課題２

「華丸大吉の漫才」「ナチズムの台頭」から
分かる学校授業「あるある」とは

（１） 漫才を視聴し，理数科授業に対する皮肉
を書き出そう。あなたは本当に笑えるか？

（２） 授業を視聴し，社会科教師の努力と工夫
を書き出そう。なぜこんなに頑張るのか？

（3） 学校の授業は，なぜ変わらないのか…



４．学校と社会・世界との関わり

学びの意味の欠落，文脈の断絶

レリバンス（relevance）



（１）具体的解説【目に・耳に】
リアルな実態提示…実物･画像，エピソード

（２）共感的理解【心に】
驚きと関心の喚起…感動・ジョーク，身体的活動

（３）知識の定着【手に・頭に】
エッセンスの記憶…丁寧なノートづくり

五感を研ぎ澄まさせた後に

知識を頭に注ぎ込む
バケツ理論（K.ポパー）

５．ソトに実在する知識をウチに注ぎ込む



演習課題３

13年間の被教育体験に基づいて

（１） この授業の目標を予想しよう？

「中世の枡」
「普通選挙の実施」

（２） これは良い授業か？

（３） 良い授業の規準とは？
Take a stand



１．中学校社会科歴史的分野「中世の枡」



知識を網羅することに，どんな意味があるのか



領 家

荘官・地頭

荘 民

市場の商人

史料１

年貢貢納に
は荘枡を使
え（小枡で
納めるな）

史料２ 史料３ 史料４ 史料５

年貢徴収
には荘枡を
使え（大桝
で取り立て
るな）

年貢貢納の
枡に竹打ち
するな（自
然な減量は
既得権だ）

年貢徴収の
枡はもっと
小さい桝に
替えろ（元
のサイズは
不明だろ）

年貢徴収に
は大きな桝
を，商取引
には小さな
桝を使い分
けます

出来事の網羅から時代の解釈へ

なぜこの時代にはいろいろな桝があったのか？



外国を旅行して困ることは？
なぜ現代社会でも度量衡はバラバラなのか？



２．高校日本史B「普通選挙の実施」



普選での各党の選挙ポスター



普選での各党の選挙ポスター



普選後の既成政党の勢力維持，無産政党の分裂



普選に参加する庶民の生活感覚



演習課題３

13年間の被教育体験に基づいて

（１） この授業の目標を予想しよう？

「中世の枡」
「普通選挙の実施」

（２） これは良い授業か？

（３） 良い授業の規準とは？
Take a stand



１．私＝観察者の好き嫌いで評価

２-１．生徒の嗜好に基づいて評価

２-２．教師の目標に基づいて評価

３．社会科教育の理念に基づいて評価

目標準拠の三層構造



国民・市民に求められる資質・能力とは

１．教養教育論…何を知るべき・するべき？
共同体の構成員として（当然）共有され身につける
べき知識や技能の記録力・再現力を育てる

２．科学教育論…なぜ・どうして？
資料読解や推論を通して，社会の仕組みや問題の
背景を考察し，説明できる思考力・表現力を育てる

３．市民教育論…どうなってる・どうしよう？
議論や評価・決定を通して，より良い政策・制度を
構想し，提案できる判断力・実践力を育てる

社会科教育の理念－学力観・教科観－



レリバンス(relevance)

直接的には，関係性のこと。教育学的には，①個人：私的に充
実した人生や職業生活を送るため，②市民：公共善に向けて判
断・行動するため，学校の教育はどのように関与できるかの概
念。端的には，現実社会で生きて働く学習の有意味性のこと。
公教育では，①②の両方が問われる。

観察による徒弟制(apprenticeship of observation)

教師志望の学生は，白紙の状態で大学に入るのではない。12
年間に及ぶ被教育体験の過程で，学生は職人＝恩師のもとで
長期間の見習い＝授業観察に従事しており，大学での学びは
その延長にあるという見方。ゆえに理想の教科観や指導法は，
大学の教職課程に入る前に確立されやすい。(Lortie,1975)

本日の概念１


